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ま
ず始めにオゾン をご購入頂きお礼を申し上げます。 初めてフライトする前に必ずこの

取り扱い説明書をよく読み、内容を理解して下さい。フリーフライト愛好家、競技者ならびに冒険者のチームであるオ

ゾンの使命は、最新のデザイン、性能そして最大の安全性を持つ最高品質の俊敏なグライダーを創り出すことです。

グライダーに対する信頼感は、僅かな性能アップよりとてつもなく大きな価値あるものです。ローカルエリアのオゾンパイロッ

ト、オゾングライダーを担いで草分け的な冒険フライトに挑戦したパイロットあるいは世界中で表彰台に上っているパイロット

達に聞いてみてください。我々の全ての研究開発は最適な安全性と可能な限りの操縦性・性能を融合させることに集中され

ています。我々の開発チームは南フランスにベースを置いています。近くにはグルドン、モナコ、ブレンヌ峠などのフライトエリ

アがあり年間３００日以上もフライトを可能にしてくれています。これはオゾンのグライダー開発にとって貴重な資産ともいえ

るものです。

さらにパイロットとしてオゾンの誰もが新しいグライダーを購入する事が大きな出費であることを理解しています。グライ

ダーの選択にあたっては品質および金額に対する価値が最も考慮されるものである事を知っています。それ故、低価格、高

品質を実現するために全てのグライダーを自社工場で生産するようにしています。製造過程においてオゾンのグライダーは

完全な追跡調査が可能な多くの厳しい品質検査を受けています。そのおかげで、全てのオゾングライダーは我々が期待する

高いスタンダードに沿ったものとなっています。

この取扱説明書は、あなたの新しいグライダーの性能を十分に発揮させる手助けをするものです。デザイン、最適な使用法

のヒント・アドバイス、長持ちさせるためのメンテナンスの仕方についての解説が含まれています。全ての技術データを含む最

新の情報に関してはオゾンのホームページ(www.flyozone.com)の製品カテゴリーを参照してください。

オゾン製品に関してのさらなる情報をお みの場合は、オゾンのホームページをチ ッ していただくか、フ ルホー イン

ターナ ナル 、最 りのデ ーラー、ス ールあるいはここオゾン 社の我々にご ください。

安全なフライトを

チームオゾン
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• 全ての ス ー は 的 、 を含む重大な 我ならびに する 険性の内 するものです。オゾン製品でフライトす
ることは内 する 険性を完全に理解した上で行ってください。

• このオゾン製品を使用するにあたっては、あら る 険に対する全ての があなたに る事を自 して下さい。 適 な使用、
造は 険を させます。 対にしないで下さい。

•製造者、 入 理 ならびに に対する、この製品の使用に する なる も 外されています。

• 可能な限り に でください にパラグライデ ングにおいて重 な 素であるグランドハンドリングを。 上での な
グライダーコントロールが事故の の最たるものです。

•パラグライダーの は適 なス ールで行い、常にこのス ー の に れないよう日々 する を につけるように
して下さい。フライトテ ッ ならびに 材は し けています。

•フライトにあたっては を受け、なおかつ 造されていないグライダー、プロテ ン付きハー ス、 パラ ートを、
その適 重 内で使用して下さい。グライダーの運用限界を えての使用は保険の対 外になる 険性があります。保険
社に確 するようにして下さい。

• フライトする前に必ず、全ての 備の飛行前 検を実 し、 適 あるいは している 材で飛行しないで下さい。

• 常に、 ルメット 手 、ブー を してフライトして下さい。

• フライトに しては、適 な技能 と なフライ ー を持っている事が必 です。

• 的にも 的にも な 態でのみフライトをして下さい。

• あなたの技能・ に合ったグライダー、ハー スならびにコンデ ンを選 でフライトしてください。

• テイ オフする前にフライト場 の 、気 を必ず確 して下さい。 の るときはフライトを して下さい。全ての
に対しては十分な を持って下さい。

• 、 が っているとき、 の いとき、気流の乱れているときあるいは 中をフライトしないで下さい。

•
あなたが適 で安全な を下すなら、 くフライトを しむことが出 るでし う。

初めてこのグライダーでフライトする前に必ずこの取扱説明書を く読 で内容を確実に理解してください。分らない事はフラ
イトする前に、このグライダーを購入されたデ ーラーあるいは 入 理 に確 し、理解してからフライトして下さい。

このグライダーをスカイダイビングに して使用しないでください。•

このグライダーはア ロバット用にはデザインされていませ 。•

もし、このグライダーを するときには必ずこの取扱説明書を新しいオーナーにお し下さい。

•

•

テイ オフ前に、常にエンジンのプレフライト 検ならびに、 オームアップを ませておいて下さい。

•
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リフレックス翼
型が本来持っているピッチ安定に悪影響が出るので加速時の

てさらにアクセルを使用して
増大し
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Y.OKA
ハイライト表示
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取扱い・保守
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図  ラインを って ッ ルー
ム になったグライダーを
あるいは ンナーバッグの上
に置きます。グライダーを完全に
開した 態から、 りをす

るとリーデ ングエッジ上 が
と れるので、この ッ

ルーム からたたみ始めるのが
ベストです。

図２  ライン取り付けタブを持っ
て、プラステ が り合
せに重なるようにリーデ ング

エッジ 分を とまとめにします。

図３  とまとめになったリーデ ング
エッジをパッ ングベルトで します。グ
ライダーを ンター 分で 分に り重

ずに、 から まですっかり
りにします。 中の ルを 理に っ っ
たりプラステ ッ を させた
りしないように 重に行ってください。

グライダーのたたみ方
グライダーを出 るだけ長持ちさせ、かつリーデ ングエッジ 用プラステ ッ を出 るだけ いコンデ ンに保つために、グ
ライダーのたたみ方は 重に行ってください。

以下に すように、 から まで、 ルが り しになりプラステ ッ が れないように りでたたむことを く し
ます。オゾン・ インナーバッグあるいは ンナーバッグライト いずれもオプ ン を使用するとグライダーが長持ちし、かつグライダーの
パッ ングを素 く に行うことが出 ます。



2

もし、 ンナーバッグを使用しているなら、
図 以 にしたがって下さい。

図  りたた だグライダーを、インナーバッグに めます。

図 B Dライン取り付けタブを 用して
グライダーの中 から 方 分を とまと
めにします。

図  プラステ ッ を り げないように
グライダーを つ りあるいは つ りとします。

図  リーデ ングエッジからトレーリングエッジま
でが整 されたら、グライダーを きにします。
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図  インナーバッグを使用しているなら、
フ スナーで も み まないように し
ながらフ スナーを めます。

図  インナーバッグを きにしリーデ ングエッジの
プラステ ッ のす でプラステ ッ を り げない

様に しながら し、その つ りあるいは つ り
にします。

重 : グライダーをたたむ前に、 に げないこ
と。 りする に、 ピー上 を に っ
て させてしまいます。常に ッ ルーム から

りするか、 りする に ピーが
と れないように持ち上げてください。

重 : ピーを ンターで つ りしないこと。プラステ を
り げる 険性があります。 から まですっかり りしてたた

でください。
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取扱い 事
多くのグライダーは なグランドハンドリングによりダメージを受けます。以下にグライダーの 命を

すためにしてはならないことおよび 事 を します。

• グライダーを に きずらない。 ピー ロスを させます。すっかり持ち上げて運 こと。

• ラインの みを取る前に ピーを げない。ラインに 必 な 重がかかります。

• ピーあるいはラインの上を かない。

• り し ピーを ち上げて しく に とさない。 に とす前にグライダーに近 きスムース
に下 すこと。

• リーデ ングエッジから に ピーを き付けないこと。グライダーの生 および い目に過大な
重がかかり、 ルが します。

• 分を含 だ 気中ならびに表 がざらついた場 、 など でのフライト 下でのグランド
ンドリングは を めます。

• の中を飛 だりグライダーを 気にさらしたりしないこと。

• 必 にグライダーを 外 にさらさないこと。グライダーを 日 の たる場 に置
きっ なしにし

• もしあなたがブレー コードを手に き付けてフライトするなら 期的にブレー コードの れを す
ように。ブレー コードが れると長さが くなり、常にトレーリングエッジが き下げられた 態になり、
ち上げが しくなったり、 に したり、 っす 飛 なくなったりします。

• ブレー コードが だらす に してください。

• グランドハンドリング中にブレー コードでメインラインあるいはライザーをこすらない。 によりライ
あるいはライザーが する 険性があります。なにがしかの 、 にラインの を発 した場合は

ください。また、 のためにラインあるいはライザーに が生 な
いようにグランドハンドリングのテ ッ を してください。

• オゾングライダーには ゴ 出し と れる開 が最 のトレーリングッジに けられています。こ
れはグライダーの中にたまったゴ 、 の 、 こ 、 を に取り出すためのものです。
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保 および運
常にあら るフライト 備を 日 の たらない した場 に保 してください。パラグライダーは
パッ ングする前に させてください。 と 気はグライダーを させる最も い 素です。 った
グライダーを 日 の たる の中にしまっておくのは最 です。 ったグライダーは を け
て しロープに 下げて させて下さい。 して、 アードライ ーなどは使 ないように

などが入った 態でたたまないように。 ロスを い ったり、 が を出して ロスを したりし
ます。

グライダーを運 する には、付 するバッグに しオイル、ペン 、 品、 などに れない様に
十分 してください。

リー ング
それがいかに僅かだとしても、 いたりこすったりすることはパラグライダーの生 のコーテ ングを め
ます。 って、生 に付いた れは、出 るだけそのままにしておくことを めます。それでも リー ング
したい場合は出 るだけ の で らせた らかい を使って っくりと いて下さい。

を使おう と して考えない様に。

グライダーの 理

重
して ったグライダーを

パッ ングしたり保 したり
しない様に。

重
して を使用

しない様に。

大きいあるいは な 理、 に 製 に近い場 の 理は必ず されたデ ーラー、プロの 理
あるいは製造者に 頼してください。

ピーの 理
上・下 の さな は、それが ン目に近くなけれ リペアー ロスを十分に大きく をもって を
くカットするのを れずに り付けることで することが可能です。リペアー ロスは の内 お
よび外 の から り付けて下さい。内 と外 の ロスの大きさは えてください。

説明
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A 1A 2A 3A 4

B 1 B 2

BM 1 BM 2

AM 1AM 2

B 3 B 4

C 1C 2C 3C 4

D 1 D 2 D 3 D 4

C 5C 6C 7C 8C 9C 11

B 5 B 6 B 7 B 8

A 5A 6
A 7A 8

A 9A 10

A 11

B 9
B 11

D 5 D 6 D 7 D 8 D 9

CM 1CM 2

DM 1 DM 2

DR 1

AR 1AR 2AR 3

CR 1CR 2CR 3

A Riser

B Riser

C Riser

BR 1 BR 3

K 1K 2K 3K 4K 5K 6
K 7

K 8
K  9

K 10
K 11

KMU 4
KMU 3 KMU 2 KMU 1

KML 3 KML 2

KML 1

BR 2

KR 1
Brake Handle

K 12
K 13

KMU 5KMU 6

D 11

B 10

C 10

D 10

Roadster 3 
Rigging Diagram

DR 2 DR 3

B 12

A 12

C 12

D Riser

KT 2
KT 1

KTR U

Tip Steering Handle

KTR L

D 12 D 13

B 13

C 13

A 13

A 14

B 14

C14

D 15

C 15

B 15

A 15

BM 7
CM 7

AM 7

BR 4

AM 3AM 4

AM 5

AM 6
BM 3

BM 4

BM 5
BM 6

CM 3
CM 4

CM 5

CM 6

DM 3 DM 4
DM 5 DM 6
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26 2822 24
48 48 48 48 48

 (m2) 18.9 20.6 22.4 24.1 25.8

 (m2) 22 24 26 28 30

 (m) 8.32 8.69 9.04 9.39 9.71

 (m) 10.59 11.06 11.52 11.95 12.37

3.7 3.7 3.7 3.7 3.7

5.1 5.1 5.1 5.1 5.1

 (m) 2.67 2.79 2.9 3.01 3.11

 (Kg) 4.19 4.22 4.66 4.88 5.13

 (Kg) 55-80 65-85 80-100 95-120 110-140

PPG  (Kg) 55-105 65-120 80-140 95-160 110-190

 5.25G (kg) 279 279 279 279 279

 DGAC DGAC DGAC DGAC DGAC DGAC
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A 500mm

A2 490mm

B 475mm

C 450mm

D 425mm

A 500mm

A2 515mm

B 530mm

C 560mm

D 590mm

A 340mm

A2 367mm

B 393mm

C 447mm

D 500mm

A 500mm

A2 500mm

B 500mm

C 500mm

D 500mm

 - 16cm - 16.5cm
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０D MF

 30D FM 

2.5/1.8mm 

 

 6843 160/200

 DSL 70/140  

 DSL 70 

 - 10-200-040

 DSL 70

 DSL 70
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このグライダーに関するお問い合わせ先：
輸入者：ファルホークインターナショナル有限会社
〒154-0021 東京都世田谷区豪徳寺１－５３－１２
Tel: 03-5451-5175
Email: info@falhawk.co.jp
URL: www.falhawk.co.jp



1258 Route de Grasse 
Le Bar sur Loup

06620
France
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